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な
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始
動
で
ク
ラ
ブ
を
イ
ン
に
引
け
ば
、
ダ
ウ

ン
で
イ
ン
か
ら
振
り
下
ろ
す
こ
と
が
容
易

に
な
る

右
ヒ
ザ
を
伸
ば
せ
ば

等
速
運
動
で
な
く

「等
加
速
度
運
動
」
に
な
る

ワ
ツ
グ
ル
（以
下
Ｗ
〓
型
編
の
お
さ
ら
い
を
か

ね
て
、
「ア
ク
セ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
パ
ク
ト
」

の
意
味
と
効
果
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
暮
　
こ
の
ワ
ー
ド
は
「
ヘ
ッ
ド
の
加
速
度

を
と
も
な
う
イ
ン
パ
ク
ト
」
と
い
う
意
味
で

す
。
イ
ン
パ
ク
ト
に
向
け
て
ヘ
ッ
ド
を
効
率

よ
く
加
速
す
る
こ
と
に
よ
り
、
飛
距
離
と
方

向
性
が
高
い
次
元
で
両
立
し
ま
す
。
従
来
の

「真
ん
中
か
ら
右
↓
左
」
の
体
重
移
動
で
な

く
、
「左
か
ら
左
」
へ
と
ス
イ
ン
グ
中
、
左
サ

イ
ド
に
加
重
し
続
け
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。

そ
の
結
果
、
理
想
と
す
る
「真
円
軌
道
」を
つ

く
り
出
せ
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

「ア
ク
セ
レ
ー
シ
ョ
ン
イ
ン
パ
ク
ト
」
の
秘
け
つ
は
？

ヒ
ザ
の
伸
展
と

アドレス|～|トツプのポイン|―ト

「左から左」に
体重移動
左55対右45くらいのイメ‐

ジで構えたら、右への体重
移動はせずに,「左からなJ

に体重をかけるよ卜
'プ

は
左60対右40が理想形■■

アドレス時の
左肩の位置を
キープする
左肩を回さずにアドレスの

位置をキープしたまま、左
の二の腕を胸につける8

左肩を支点に振り子の動き
をつくれば、軸がブレずt

スエーしない |  ■■‐|

手とヘッドを|

約40度
インに引く
ヘッドを真っすぐ引かずに、

約40度の角度で手とヘッド

をインサイドに引く。これに

よiり 軌道がインサイド・イン、
かつ真円に近づく

一．一．．．．一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一一一
一銀

―――――‐―■

右ヒザをイ申ばすこと
でヒップターンしやす
くなり、体重を左に

乗せやすくなる

左右の2軸より、左
1車由のスイングのほう
が軸が安定し、飛
距離と方向性が両
立する

一
難
一
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Ｗ
　
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ
で
は
、
右
ヒ
ザ
を
伸

ば
す
、
ヒ
ツ
プ
タ
ー
ン
し
て
右
腰
の
位
置
を

高
く
す
る
、
と
教
わ
り
ま
し
た
。

小
暮
　
そ
う
で
す
ね
。
従
来
の
ス
イ
ン
グ
は

ヒ
ザ
の
高
さ
を
変
え
な
い
の
が
常
識
で
し
た

が
、
あ
え
て
右
ヒ
ザ
を
伸
ば
し
て
、
ヒ
ザ
と

腰
の
ラ
イ
ン
を
左
下
が
り
に
し
ま
す
。
こ
う

す
る
と
ベ
ク
ト
ル
（力
の
方
向
）も
斜
め
に
な

り
、
等
速
運
動
で
な
く
「等
加
速
度
運
動
」
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
が
大
幅
な
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

Ｗ
　
物
理
は
苦
手
な
ん
で
す
…
…
。

小
暮
　
た
と
え
る
な
ら
、
等
加
速
度
運
動
は

新
幹
線
が
駅
を
出
発
し
て
、
日璽
呂
速
度
に
な

る
ま
で

一
定
の
加
速
で
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て

い
く
。
も
し
く
は
、
ク
ル
マ
の
ア
ク
セ
ル
を

徐
々
に
踏
み
込
ん
で
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て

い
く
感
じ
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
等
速
運

動
は
同
じ
速
さ
で
走
り
続
け
る
こ
と
。
ヒ
ザ

を
斜
め
に
し
た
等
加
速
度
運
動
の
ほ
う
が
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
ボ
ー
ル
に
対
し
て
す
べ

て
の
パ
ワ
ー
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
編
は
こ
の
加
速
方
法
を
詳
し
く
レ
ッ
ス
ン

し
ま
し
ょ
う
。

ヒザの平行移動は
スピードが上がりにくい
ヒザの高さを変えない従来のスイン

グは、カラダを左右に平行移動さ

せるだけなので、スピードが―定の

ままで力Π速しにくい。スエーしてパワ
ーが分散するというデメリットもある

左ヒザを前に出しながら右ヒザを伸ばしてヒ

ップターン。左足体重のトップをつくり、イ
ンパクトに向けてさらに左にカロ重していく

右ヒザを伸ばして
左斜め下に
力をかけると
スピードが上がる
バックスイングで右ヒザを伸ばすことにより、
ベクトル (力の方向)が左下がりになり、
インパクトに向けてヘッドが等加速でスピー

ドアップしていく。左サイドヘのカロ重もスム
ーズに行われ、より大きなパワーがボールに

伝わる

15ア



Ｖ
因

■

■

■

國

固

遠
心
力
と
同
等
の

向
心
力
を
使
え
ば

ヘ
ッ
ド
が
走
る

等
加
速
度
運
動
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
バ

ッ
ク
ス
イ
ン
グ
の
軌
道
よ
り
、
ダ
ウ
ン
ス
イ

ン
グ
の
軌
道
が
カ
ラ
ダ
の
近
く
（内
側
）
に
な

る
よ
う
に
、
手
を
カ
ラ
ダ
に
引
き
つ
け
ま
す
。

ス
イ
ン
グ
中
、
ク
【ス
フ
に
は
遠
心
力
が
加
わ

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
最
大
に
し
て
飛
ば
す
に

は
、
遠
心
力
と
同
等
の
向
心
力
（遠
心
力
と

は
反
対
に
、
円
の
中
心
に
向
か
う
力
）
が
不

可
欠
。
つ
ま
り
、
ク
ラ
ブ
が
振
ら
れ
る
方
向

に
手
を
伸
ば
す
の
で
は
な
く
、
逆
の
方
向
に

手
を
引
き
つ
け
た
ほ
う
が
結
果
的
に
遠
心
力

が
効
率
よ
く
は
た
ら
き
、
ヘ
ッ
ド
ス
ピ
ー
ド

が
加
速
す
る
の
で
す
。

ィ
メ
ー
ジ
は
、
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

３
回
転
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
プ
で
す
。
手
を
大

き
く
広
げ
た
ま
ま
よ
り
、
ジ
ャ
ン
プ
し
た
瞬

間
に
手
を
グ
ッ
と
カ
ラ
ダ
に
引
き
つ
け
た
ほ

う
が
軸
が
安
定
し
、
カ
ラ
ダ
が
素
早
く
回
転

し
ま
す
。
そ
れ
と
同
様
、
ダ
ウ
ン
で
右
ワ
キ

を
締
め
な
が
ら
手
を
引
き
つ
け
れ
ば
、
イ
ン

サ
イ
ド
・イ
ン
の
真
円
軌
道
が
実
現
し
ま
す
。
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イメージは
フィギュアスケートの
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)
広
げ
て
い
る
手
を
カ
ラ
ダ
に
引
き
つ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
回
転
ス
ビ
ー
ド
が
ア
ッ

プ
す
る

カットオ丁ちはバックスイングよリタウンスインクの軌道が大きくな
り、ヘントが加速しないだけでなく、アジャストのために余計な
エネルギーを消費してしまう
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●
■
ひ

や
左腕を伸ばすと

筋肉の

伸張反射が

使えます !

右ワキを締めながら手をカラ

ダに弓|き つければ、 クラフ

がインサイドから下り、ボー

ルカゞしっかりとつかまる

・ 一

』

イ申張反射とは、 肖方肉力ゞ弓|き

イ申ばされるとその反射で縮
む動き,,ト ップで左lllilを イ申は
せばタウンで縮み、手を引
きつtり やすい

冒



Ｖ
困

目

固

口

口

回

手
首
の
角
度
を

リ
リ
ー
ス
す
る
ほ
ど

曲
が
る
の
で
注
意
！

ア
マ
チ
ュ
ア
の
最
大
の
カ
ン
違
い
は
、
ダ

ウ
ン
で
ヘ
ッ
ド
を
加
速
さ
せ
よ
う
と
し
て
、

手
首
の
角
度
を
リ
リ
ー
ス
（解
放
）
し
て
し
ま

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
は
ヘ
ッ
ド
が
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、
リ
リ
ー
ス
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
球
が
左
右
に
大
き
く
曲
が
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

ヘ
ッ
ド
の
加
速
ス
ピ
ー
ド
は
、
リ
リ
ー
ス

や
ウ
エ
イ
ト
シ
フ
ト
で
は
な
く
、
カ
ラ
ダ
の

回
転
を
メ
ィ
ン
に
つ
く
る
も
の
で
す
。
ダ
ウ

ン
で
手
を
カ
ラ
ダ
に
引
き
つ
け
た
ら
、
「右
手

首
の
角
度
を
キ
ー
プ
し
た
ま
ま
」
カ
ラ
ダ
を

し
っ
か
り
回
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
は
、
右
手
首
の
角
度
を
保

つ
こ
と
が
と
て
も
大
切
。
こ
れ
が
フ
ェ
ー
ス

の
向
き
を
安
定
さ
せ
、
ス
ク
エ
ア
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
生
み
出
し
ま
す
。
イ
ン
パ
ク
ト
以
降

は
左
ワ
キ
を
締
め
つ
つ
、
体
重
を
左
足
に
乗

せ
て
カ
ラ
ダ
を
回
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ク

ラ
ブ
は
カ
ラ
ダ
の
左
サ
イ
ド
に
振
り
抜
か
れ

て
、
真
の
イ
ン
サ
イ
ド

・
イ
ン
軌
道
に
な
る

と
い
う
わ
け
で
す
。

＼
＼

＼

このカタチが

理想形です !

/
左ワキを締めれば
左に振り抜ける

難
=:欝

諄磯鶴繭難菫
=饉

睦壼:

左ワキを締めればカラダの回転とクラブの動きが

右
手
首
の
角
度
を
キ
ー
プ
し
た
ま
ま
、

手
と
ク
ラ
ブ
を
イ
ン

（内
側
）
に
入
れ

る
と
、
正
し
い
イ
ン
サ
イ
ド
・
イ
ン
軌

道
に
な
る

同調し、左に振り抜ける (上 )。 左ワキがあくと
クラブがカラダから離れてしまい、スピードダウン

になる (下 )

右手首は
リリースしない !

トップでつくられた右手首の角
度を、フォローまでできるだけ
キープする。キープするほど
ヘッドがコントロールしやすくな
り、曲げずに飛ばせる
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イーーン |ゞク|ドで

月it る

０

　

ゴ

′ヽ
'|ク

|スイングで

1競稀手
体童|は 1左足|に力01董 け続けるが、
ダ

"の
1後1半からインパタトにかtサ

てたヒサを伸ばし|カラダを入れ

ヨ:.:摯:え叡う:客看二L
I置から高い位置に振

',教

こう

`||

「

　

〇

　

い
　

つ

　

計
　

一

左
一体
・左
キ

せて

の1位1置を
る )

左足を大きく踏み出|

して、左ヒザに体重
を乗せながら仲llJl

す。こめヒザの1伸 |

展をマスタ■しよう||

ヒザを伸|ざして||イン′ヽクト以降ヽ
左サイドを高くする|||‐ |■

山

燿驚響:,午:?プ争r

で左ヒザを伸ばすとき
ザ頭|の位置をできるだけ保

秋

カラダの

]6]


